
2026 年 8 月 

 

お客さま各位 

 

ニチコン株式会社 

 

 

災害により被害を受けた家庭用蓄電システム 

（トライブリッド蓄電システム含む）の対応について 

 

●災害救助法適用地域に設置されている家庭用蓄電システム（トライブリッド蓄電システム含む）について 

お客さまからのご依頼に基づき、当社にて訪問、状況確認をさせていただき、特別料金での 

点検と修理をいたします。 

 

・特別料金について 

 

※なお、被災状況によっては、修理不可能な場合がございます。 

 

・適用地域の最新情報については下記広報をご確認ください。 

政府広報（内閣府 防災情報ページ 災害救助法適用地域） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html 

 

なお、全損の場合、お客様のご意向を伺った上で、蓄電池モジュールをニチコン負担で回収し、

最終処理させていただきます。 

蓄電池モジュール以外は販売店・施工店様とご相談いただき、自治体の廃棄方法に従い処理し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※対応依頼書にて、必要事項ご記入の上、販売店・施工店様経由でお申し付けください。 

 

 

 

点検・見積 修理作業

出張費 診断費 出張費 修繕費 部品費

無料 無料 半額 半額 実費

【受付窓口】 ニチコン株式会社サービスセンター 

電 話：０３－５２１２－９２１１ 

ＦＡＸ：０３－５２１１－２１５３ 

平日・土・日・祝 9時～18時  休業日 9時～12時/13時～18時 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html


 

 

 

 

  １．家庭用蓄電システムが浸水または水没している場合、運転が停止している場合 

（リモコンをタッチしても反応しない） 

・製品には絶対に近づかないでください。 

・身の安全を確保し、分電盤操作ができる場合は蓄電ブレーカーを切ってください。 

（ブレーカーが切れていても、蓄電池に電気が残っている場合があります。） 

 

身の安全：体や足元に水気が無く、分電盤も濡れていない。 

（ゴム手袋やゴム長靴を着用していても、濡れている場合は安全確保できていません。） 

 

２．浸水または水没したが、水が引いている場合 

通電はせずに、当社お客さま相談窓口にご連絡ください。 

  修理担当者が訪問し、状況を確認させていただき、可能であれば修理させていただきます。 

 

３．復電火災に注意してください 

地震同様、復電時に接続された機器（電気ストーブ等）に通電されることにより火災の危

険がありますので、十分に注意してください。 

 

４．非常時兼用コンセント 

・家全体が復電し、非常時兼用コンセントに接続された機器が使用できない場合は、使用で

きるコンセントに機器を差し替えてください。 

・切替えスイッチを系統側に切り替えると、家庭用蓄電システムが停止していても非常時兼

用コンセントに通電され、機器が動作します。 

切替えスイッチを系統側に切替え、非常時兼用コンセントに接続された機器に通電する場

合は、上記３と同様、復電火災に注意してください。 

 

 

 

・政府広報（内閣府 防災情報ページ 災害救助法適用地域） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html 

・JEMA 一般社団法人 日本電機工業会 「水害の際の蓄電システムの取り扱いに関する注意点」 

https://www.jema-net.or.jp/randb-archives/DS5245_201604.pdf 

・JEMA 一般社団法人 日本電機工業会 

「震災によって被害を受けた場合の定置用蓄電システムの取り扱い上の留意点」 

https://www.jema-net.or.jp/living/chikuden/evefa200000029fg-att/ryuiten_battery.pdf 

   

修理担当者が訪問するまで 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html
https://www.jema-net.or.jp/randb-archives/DS5245_201604.pdf
https://www.jema-net.or.jp/living/chikuden/evefa200000029fg-att/ryuiten_battery.pdf

